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流山市議会における議会活性化の経緯 (R8.4.1 更新) 

 

 

 

 

 

 

平成１１年 ４月 ◆統一地方選挙（３２議席） 

      ５月 ◆議会内の改選 

平成１２年 ４月 ◎地方分権一括法 施行 

平成１３年 ５月 ◆議会内の改選 

      ７月 ○地方分権検討協議会の設置 

      〃  ★会議規則の見直し 

平成１５年 ４月 ◆統一地方選挙（３２議席） 

     ５月 ◆議会内の改選 

      ６月 ○地方分権推進特別委員会の設置 

平成１６年 ９月 ※上記、H16.8 行革審最終答申の重点推進事項に「まちづくり基本条 

例」の制定が盛り込まれ、同年、9 月定例会初日に市長が所信表明 

演説をする。同 9 月定例会の一般質問において議員が市長に「議会 

主導の自治基本条例の制定について」問う。 

      〃  ■産経新聞 朝刊 千葉版  

顔向け合い討議 議場レイアウト変更へ 

平成１７年 ３月 ★対面演壇方式の導入（※９０度） 

      ５月 ◆議会内の改選 

     １２月 ●議員定数の見直し（３２名⇒２８名へ削減）可決 

平成１８年 ５月 ★政務調査費報告書を情報公開コーナーへ 

      ９月 ★インターネット議会中継の導入（本会議） 

      〃  ★流山市議会会議規則の改正 

平成１９年 ４月 ◎地方分権改革推進法 施行 

      〃  ◆統一地方選挙（３２議席⇒２８議席） 

      〃  ★議会運営委員会で議会改革の協議 

      〃  ★流山市議会議員政治倫理条例の策定 

      ５月 ◆議会内の改選 

      ６月 ★完全対面式演壇の設置（※180 度） 

      〃  ★委員会条例の改正（委員会の原則全面公開） 

【記号説明】 

◎国の動き ○議会内機関の設置 ★改革の具体的アクション 

◆統一地方選挙・議会内改選 ●議員発議＆決議 ▼反問権 ※補足 

□受賞実績ほか ■メディア掲載実績 
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平成１９年 ６月 ●流山市子育てにやさしいまちづくり条例の制定 

┗子育てにやさしいまちづくりを推進するための基本理念、基本方針

等を定めるとともに、市、市民、事業者及び学校がそれぞれの担う

べき役割、責務等を定めることにより、相互の連携及び協力を強め

ながら、未来の流山を担う子どもを安心して生み、育てることがで

きる子育てにやさしいまちづくりを実現し、活力ある元気な流山市

の実現に寄与するための条例制定（継続審査） 

 ９月 ●流山市子育てにやさしいまちづくり条例の制定 

┗６月からの閉会中の継続審査分（全会一致可決） 

     １０月 ★議員間協議による予算（議会費）積算＆要望 

平成２０年 １月 ■月刊ガバナンス 議会改革リポート【変わるか！地方議会】 
「事業ありき」で議会費のあり方を検討し、市長に要望 

３月 ○議会基本条例策定特別委員会の設置 

      〃  ★議会用語解説ｗｅｂページの新設 

      ５月 ◎地方分権委員推進委員会 第１次勧告 

         「生活者の起点に立つ『地方政府』の確立」 

６月 ◎地方自治法の一部を改正する法律成立 

〃  ★一般質問の一問一答方式導入 

〃  ★議場内にモニターテレビ設置（傍聴者への配慮）６５型 

〃  ★傍聴者アンケート実施 

      〃  ★専門的知見の活用 

（議会基本条例制定に関し早稲田大学マニフェスト研究所と提携） 

      ７月 ★議会基本条例集中講座の開催（議員・職員・市民を対象） 

・草間 剛 先生  ＠早稲田大学マニフェスト研究所 研究員 

・岩名 秀樹 先生 ＠三重県議会前議長 

・大同 衛 先生  ＠京丹後市議会議長 

・加藤 幸雄 先生 ＠元全国市議会議長会調査広報部長 

※＠肩書は集中講座当時のもの 

１０月 ★議会シンポジウムの開催（参加者：220 名） 

      〃  ★議会基本条例報告会の開催（参加者 31 名） 

      〃  ■日経グローカル 特集 

          動き出す地方議会改革 議会基本条例、制定の動き急 

          事例⑤「市民との意見交換会で条例の総仕上げ」 

１１月 ★議会基本条例報告会の開催（参加者 26 名） 

      〃  □マニフェスト大賞 最優秀成果賞にノミネートされる。 
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      〃  ■月刊ガバナンス ＤＡＴＡ ＢＡＮＫ2008 

 議会基本条例の制定に向けシンポ開催 

平成２１年 ３月 ●議会基本条例上程（委員会提出議案）全会一致可決 

      〃  ■毎日新聞（3/25） 

          県内初の自治基本条例案など可決 ※議会基本条例と同時可決記事 

      ４月   〃   施行（４月１日） 

      ５月 ◆議会内の改選 ※役選人事ＯＰＥN 会議 

      〃  ★議長候補者（2 名）議長マニフェストの事前配布 

      〃  ■月刊ガバナンス Ｆｏｃｕｓ 
自治基本条例と議会基本条例を同時制定・施行 

９月 ◎鳩山政権発足 

   〃  ○議会活性化推進特別委員会の設置 

  １０月 ●「市民に開かれた市議会」の実現に向けて、 

更なる情報発信と情報通信技術（ＩＣＴ）の推進を求める決議を全会 

一致で可決 

     １１月 ★「第１回議会報告会」開催 （参加市民：31 名＠南流山センター） 

      〃  □マニフェスト大賞 最優秀成果賞にノミネートされる。 

      〃  ■毎日新聞（11/7）  

「流山市議会がマニフェスト大賞の最終選考に」 

     １２月 ◎第１回 地域主権戦略会議  

      〃  ▼一般質問における市長の反問権行使 

         ┗条例制定後初めての反問権行使 

平成２２年 ２月 ★議会基本条例の一部改正（反問権を行使出来る者の範囲の拡大） 

※第11条第2項及び第3項「市長等(市長その他の執行機関）」⇒「説明員」 

      〃  ○議会広報広聴特別委員会の設置（分掌事項の充実） 

      ３月 ★一日一常任委員会の試行（傍聴機会の充実・委員会審査の充実） 

      〃  ▼一般質問における市長・副市長の反問権行使 

      〃  ★予算審査特別委員会の各日程終了後、協議会方式で委員の自由討議

（感想・意見交換）を実施 

      ４月 □日本経済新聞社 全国市区議会（806） 

議会改革度ランキング調査で全国９位（千葉県内１位）に、 

ランキングされる。 

      〃  ■日本経済新聞（4/4） 議会の透明性・改革度 

          １位は京丹後市 議会改革度ベスト１０ 

      〃  ★Ｕｓｔｒｅａｍ（ユーストリーム）による全国初の委員会中継 

（ＬＩＶE 中、最大 16 名、録画放映、100 件、2010、4 月末日時点） 
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      〃  ★流山市議会 Twitter 公式アカウント取得 @nagareyamagikai 

平成２２年 ５月 ★第２回議会報告会（市内４か所で開催） 

 ┗参加市民（157 名） 

＠北部 20 名、＠東部 48 名、＠初石 58 名、＠南流山 31 名 

      〃  ■月刊ガバナンス ＤＡＴＡ ＢＡＮＫ2010 

ユーストリームによる議会中継を実験的にスタート 

      ６月 ▼一般質問における市長、副市長の反問権行使 

 ８月 ★議会活性化推進特別委員会ＩＣＴ研修会の開催（議員・執行部） 

┗①「流山市議会ＩＣＴ推進計画」策定に向けて、議会活性化推進特

別委員会が中心となって企画し、全議員を対象にＩＣＴの現状・ネ

ットワーク時代における住民参加の手法・ツールについて講義形式

で研修会を開催した。この模様はＵｓｔｒｅａｍ（ユーストリーム）

によりＬＩＶＥ中継を行った。 

         【研修会講師】 

          ・奥村 裕一 先生 ＠東京大学公共政策大学院特任教授 

          ・小林 隆 先生  ＠東海大学政治経済学部政治学科准教授 

          ・村上 文洋 先生 ＠三菱総合研究所主席研究員 

          ・米山 知宏 先生 ＠三菱総合研究所研究員 

          ※＠肩書は研修会当時のもの 

      〃  ■読売新聞（8/26）夕刊 

          千葉県流山市議会「スマートフォンで採決」 

 ９月 ★携帯端末機による電子採決の実施 

┗①開かれた市議会を目指し、議案に対する各議員の賛否を明確にし、

閉会後速やかに議会ホームページに掲載した。 

      〃  ▼一般質問における市長の反問権行使 

      〃  ■ＮＨＫ 19 時ニュース 21 時ニュースほか 

          （スマートフォン採決関係） 

〃  ■千葉日報（9/3） 市議会で電子採決 

〃  ■千葉日報（9/10） 議員別の“賛否明確”に 

スマートフォンで初採決 

〃  ■読売新聞（9/10） スマートフォン初の採決 

 〃  ■朝日新聞（9/10） スマートフォンを使った全国初の採決 

      〃  ■毎日新聞（9/10） 携帯で採決、瞬時に表示 

      〃  ■東京新聞（9/10） スマートフォンで採決 固定式より低コスト 

１０月 ■日本経済新聞（10/20） スマートフォンで採決 

 流山市議会、委員会中継も 市民の関心を地方議会へ 

１１月 □マニフェスト大賞 最優秀成果賞受賞 

┗「全国初！ユーストリームによる委員会審議の公式ライブ中継・ス
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マートフォンを利用した電子採決方式の導入、流山市議会 ICT 基本

計画の策定」 

平成２２年１１月 □マニフェスト大賞 優秀議会改革賞受賞 

         ┗「一連の議会改革について」 

      〃  ★第３回議会報告会（市内４か所で開催） 

 ┗参加市民（１３２名） 

＠北部 24 名、＠東部 30 名、＠十太夫 70 名、＠南流山 8 名 

   〃  ■毎日新聞（11/7） マニフェスト大賞 携帯端末での採決評価 

 流山市議会に最優秀成果賞 

     １２月 ★「(仮称)流山市議会ＩＣＴ推進基本計画」の策定 

         ┗第４回定例会本会議にて報告（議会ＨＰに掲載） 

      〃  ★一般質問における市長の反問権行使 

  〃  ■広報 703 号（12/10） Ｔｏｐｉｃｓ 

 議会改革は“コミュニケーション改革” 

      〃  ■朝日新聞（12/26） 「反問権」広がる 

 流山市議会、委員会中継も 市民の関心を地方議会へ 

平成２３年 ３月 ●「市民に開かれた市議会」実現のために、 

「流山市議会ＩＣＴ推進基本計画」を実施する決議 

   〃  ★流山市議会正副議長選挙準備会設置要綱制定 

      〃  ★流山市議会正副議長立候補者所信表明演説会実施要綱制定 

     〃  ★一般質問における市長の反問権行使 

      〃  ■朝日新聞（3/9） 変わるか議会 情報発信 

 流山市議会、委員会中継も 市民の関心を地方議会へ 

 ４月 ◆統一地方選挙（２８議席） 

     ５月 ◆議会内の改選 

   〃  ★流山市議会正副議長立候補者所信表明演説会実施要綱に基づき、 

          改選後の５月臨時会において正副議長立候補者所信表明演説会を 

実施 

（議長立候補者２名、副議長立候補者１名） 

      ８月 ★議場傍聴席用モニターの設置（５２型）※318,990 円（設置費込み） 

９月 ◎野田内閣発足 

      〃  ★議会基本条例の一部改正（地方自治法の改正に伴う改正） 

※第１３条⇒地方自治法における基本構想の策定義務が廃止された

ことに伴い、議会の議決すべき事件を基本構想及びその基本計画と改

めた。 

１１月 ★第４回議会報告会 

（市内４か所において、６日、１３日と２回に分けて開催） 

＠北部 57 名、＠南流山 49 名、＠東部 59 名、＠初石 48 名 

┗参加市民（２１３名） 
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      〃  ★議会運営委員会のＵＳＴＲＥＡＭ中継の実施の決定（H23.11.21～） 

      〃  ★各常任委員会、特別委員会のＵＳＴＲＥＡＭ中継の実施の決定 

（H23.12.1～） 

平成２３年１１月 ★一般質問時におけるプレゼンテーションツール活用（議員側） 

          ※（一般質問の登壇時のみパソコンの使用を議長の秩序保持権に基

づき原則許可とする）２３人中１４人の議員が、パソコン、プロ

ジェクター、スクリーンを活用し一般質問を実施した。 

      〃  ●流山市空き家等の適正管理に関する条例の制定 

犯罪や災害の発生を誘発する機会を減少させ、市民の安全で良好な

日常生活を確保するため、空き家等の適正管理を図るための条例制

定（全会一致可決） 

〃  ▼一般質問における市長の反問権行使 

      〃  ▼一般質問における健康福祉部長の反問権行使 

（※初めての市長・副市長以外による反問権行使） 

平成２４年 １月 ■フジテレビ ＦＮＮスピーク 

          「スマホも解禁・・・進む議会改革」 

  スマートフォンなどによる議会改革 

 ２月 ★流山市議会 facebook（市議会公式）ページ開設 

「議会中継を見る日」キャンペーンを展開 

      〃  ★インドネシア地方代表議会の視察受け入れ 合計８名 

「地方議会について」 日本の地方議会の議会改革 

インドネシア地方代表議会 

議員１名、副事務総長１名、 

事務局職員３名、ＤＰＲ事務局職員２名、インドネシア語通訳１名 

〃  ★流山市議会会議規則の一部改正 

※第６４条⇒緊急質問についても一般質問と同様、一問一答制とす 

ることとした。 

〃  ★「質問については、第５６条（質疑の回数）及び第６０条（質疑又

は討論の終結）の規定を準用する。」を「質問については、第６０条

（質疑又は討論の終結）の規定を準用する。」と改めた。 

      〃  ▼一般質問における市長の反問権行使 

      〃  ▼一般質問における都市計画部長の反問権行使 

（※２回目の市長・副市長以外による反問権行使） 

 ３月 ●流山市自転車の安全利用に関する条例の制定 

┗自転車が関係する事故を未然に防止するとともに、自転車の交通安

全の推進に資するための条例制定（全会一致可決） 

 〃  ■西日本新聞（3/1）朝刊 

千葉県流山市議会がインターネットのフェイスブックを使って「議
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会中継を見る日」のキャンペーンを始めた。 

      〃  ■日経グローカル フォーカス 情報発信に目覚めた地方議会 

 流山・鳥羽など、全委員会をネット中継 

ツイッターなどで無関心層にも働きかけ 

平成２４年 ４月 ★流山市議会「議会報告会に参加しよう！」 

キャンペーンを facebook（市議会公式）ページで展開 

      〃  ★流山市市民参加条例に関する調査研究委託として廣瀬克哉  

          法政大学教授と専門的知見の活用に関する委託契約を締結 

      ５月 □日本経済新聞社 全国市区議会（810） 

議会改革度ランキング調査で全国第１位にランキングされる。 

（公開度 1 位、住民参加度 12 位、運営改善度 1 位） 

      〃  ■日経グローカル 特集 議会改革度、トップは流山（千葉） 

          全国市区調査 鳥羽（三重）・嬉野（佐賀）が続く 

      〃  ■日本経済新聞（5/21） 全国８１０市区本社調査 

          議会改革、道半ば 千葉・流山、総合１位 

      〃  ■日本経済新聞（5/22） 議会改革度１位の流山市 

          委員会もネット中継 

〃  ■毎日新聞（5/27） 千葉版 

流山市議会がＨＰ改革 

      〃  ★早稲田大学マニフェスト研究所、ＮＴＴアドバンステクノロジと、

「市民参加でつくるＧＩＫＡＩホームページの提供を目指して」 

共同研究を開始 

     〃  ★第５回議会報告会 

（市内４か所において、１３日、２０日と２回に分けて開催） 

┗参加市民（１７１名） 

＠北部 18 名、＠南流山 16 名、＠東部 74 名、＠初石 61 名 

６月 ▼一般質問における健康福祉部長の反問権行使 

★流山市議会「みんなでつくろう！市議会ホームページ」 

キャンペーンをフェイスブック（市議会公式）ページで展開 

      〃  ★市民参加条例議会修正案を 16 対 11 で可決 

      〃  ■日経グローカル 全国市区議会調査から 

          「２０１１年度の議会報告会の開催状況」 

      ７月 ★議員及び議会事務局職員に１人１台タブレット端末配布 

 ８月 ■教育家庭新聞（8/6） ＩＴ活用でまちづくり 

          ＵＳＴ、ツイッター、スマホなどのＩＣＴ活用で議会改革 

      ９月 ▼一般質問における副市長の反問権行使 

      〃  ▼一般質問における市長の反問権行使 
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 〃  ■月刊ガバナンス 特別企画記事 

          「見たくなる議会」をめざし、市民参加型ホームページを共同研究 

      〃  ■電経新聞（9/10） 日本のＩＣＴ 

流山市議会、議会改革にＩＣＴ活用 

議会ホームページ刷新、あるべき姿を模索 

平成２４年 ９月 ■読売新聞（9/12） 多摩版 朝刊 

          地方自治を問う「反問権」 

１０月 ★市議会ホームページを市のホームページから独立させ、独自ドメイ 

ンを取得し、ＷｅｂサイトをＣＭＳで完全リニューアルと同時に市

議会では全国に先駆けてオープンデータの試行実験に着手 

      〃  ■月刊ガバナンス 変わるか！地方議会 

          専門的知見も活用し、市民参加条例を大幅修正 

      〃  ■電経新聞（10/1） ４面 流山市議会ホームページで稼働 

「市議会でオープンデータの試行実験（全国初の試み）」 

  〃  ■広報 725 号（10/10）最新トピックス（巻頭記事） 

 サイトのリニューアルにあわせて「オープンデータ化」を推進 

１１月 □マニフェスト大賞 最優秀コミュニケーション賞受賞 

┗「テクノロジーをツールに「見られる議会」から「見たくなる議会」

への変革を目指す」 

〃  ■毎日新聞（11/3） 特集面 第７回マニフェスト大賞 

    最優秀コミュニケーション賞 

    千葉県流山市議会 全議員にタブレット 

〃  ■月刊ガバナンス Ｔｏｐｉｃｓ 

          ＨＰ全面リニューアルに合わせ、 

執行部・市議会のオープンデータ化を推進 

     〃  ★第６回議会報告会 

（市内４か所において開催） 

┗参加市民（７４名） 

＠北部 39 名、＠東部 11 名、＠十太夫 16 名、＠南流山 8 名 

〃  □早稲田大学マニフェスト研究所 

 全国都道府県市区町村議会（1789） 

議会改革度ランキング調査で全国第６位にランキングされる。 

（公開度 3 位、住民参加度 90 位、運営改善度 3 位） 

      〃  ▼一般質問における市長の反問権行使 

１２月 ▼一般質問における土木部長の反問権行使 

〃  ■毎日フォーラム 地方自治 第７回マニフェスト大賞決まる 

     政策本位の政治実現へ 応募数は過去最多を更新 

〃  ◎安倍政権発足 
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平成２５年 １月 ■議員ＮＡＶＩ（第一法規）Vol.35 

          議員活動のためのソーシャルメディア講座 

          第４回 流山市議会が描く、次世代型議会の姿（上） 

 ２月 ★議会基本条例の一部改正（第２７条の検証・見直し規定による改正） 

※政務活動費への改称、半年間の検証を受け、議会運営の実態を反映

した内容に改めた。 

平成２５年 ２月 ■「地方議会人」2 月号 

これからが本番、ＩＴを活用した議会広報 

 ３月 ■総務省３月号 地方力２ 

オープンデータトライアル 

〃  ■議員 NAVI（第一法規）Vol.36 

議員活動のためのソーシャルメディア講座（第５回） 

４月 ★議会広報サポーターを２名公募 

    ※市議会のホームページ及び議会だよりの更なる充実のため、Web 

        サイト及び広報誌の編集に専門的な知見をもつ方各１名、合計２名 

を公募（任期は平成２５年６月から平成２６年３月） 

 ５月 ★流山市議会中間報告書の作成と公開 

〃  ◆議会内の改選 

   〃  ★流山市議会正副議長立候補者所信表明演説会実施要綱に基づき、 

          臨時会において正副議長立候補者所信表明演説会を実施 

          （議長立候補者２名、副議長立候補者１名） 

〃  ★第７回議会報告会 

（市内４か所において開催） 

┗参加市民（１０６名） 

＠江戸川台 11 名、＠東部 28 名、＠十太夫 34 名、＠南流山 33 名 

６月 ▼一般質問における市長の反問権行使 

〃  ○議員定数等に関する特別委員会設置 

〃  ○市民総合体育館建設に関する特別委員会設置 

〃  ■朝日新聞（6/2） 地域総合 首都圏発 

    議員の賛否非公表…電子表決導入へ導く 

 〃  ■記録管理学会 2013 研究大会 

    オープンガバメントと公共情報 ―記録管理の重要性と記録整理の

必要性― 

７月 ★議場内傍聴席に磁気ループシステム設置 ※450,975 円（設置費込

み） 

〃  ◎参議院議員選挙 

〃  ■議会改革白書 2013 年版（7/27 第 1 版）  
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    ＩＣＴを利活用して、市民が“見たくなる議会”へ（P17～） 

９月 ▼一般質問における市長の反問権行使 

１０月 ■日経グローカル Vol.229 特集 

    オープンガバメントで自治体は変わるか 

１１月 ★第８回議会報告会 

（市内４か所において開催） 

┗参加市民（５５名） 

＠江戸川台 11 名、＠東部 24 名、＠十太夫 6 名、＠南流山 14 名 

平成２５年１１月 ★議員定数等に関する特別委員会において参考人招致（２名） 

〃  ★議員定数等に関する市民との意見交換会を開催 

┗参加市民（８０名） 

〃  ★議員定数等に関するアンケートを実施 

    ※アンケート用紙及びボックスを出張所等、市の施設に設置する他、 

    ホームページによる回答も募集。また無作為に抽出した市民 1000 

    人にアンケートを郵送した。 

〃  ■毎日新聞（11/2） 朝刊総合及び特集 

    マニュフェスト大賞 

最優秀ネット選挙・コミュニケーション戦略賞 

    「議会と連携、データ公開」（受賞は流山市が対象） 

〃  ■東奥日報（11/22） 「善政」競う時代～本県議会改革事情④～ 

 情報通信技術 活用を 

平成２６年 １月 ★議員定数等に関する特別委員会において公聴会実施（１７名） 

２月 ★フェイスブック運用ガイドラインを作成 

〃  ★ツイッター運用ガイドラインを作成 

３月 ▼一般質問における産業振興部長の反問権行使 

〃  ★議員定数条例改正案２案（４人減、２人減）が上程され、両案とも 

否決 

〃  ■千葉日報（3/26） 

          議員定数で異例の“徹夜議会” 子ども医療費で附帯決議 

      ４月 ★議会ホームページのリニューアル 

５月 ★第９回議会報告会 

（市内４か所において開催） 

┗参加市民（１０１名） 

＠森の図書館９名、＠南流山 32 名、＠初石 38 名、＠東部 22 名 

６月 □早稲田大学マニフェスト研究所 

 全国市都道府県市区町村議会（1444） 
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議会改革度ランキング調査で全国第８位にランキングされる。 

（情報公開 25 位、住民参加 52 位、機能強化 2 位） 

〃  □日本経済新聞社 全国市区議会（813） 

議会改革度ランキング調査で全国第５位にランキングされる。 

 〃  ★議会基本条例の一部改正 

※第１９条の新人議員研修の対象を議会基本条例のみではなく、 

議会関係諸例規などに拡大 

 〃  ●公立小中学校間格差の解消を図るべく、教育福祉委員長発議の「公立

小中学校間格差の解消を図ることを求める決議」を全会一致で可決 

平成２６年 ９月 ▼一般質問における市長の反問権行使 

〃  ★流山市議会 facebook ページのリニューアル 

     １１月 ★第１０回議会報告会（市内４か所において開催） 

┗参加市民（６３名） 

＠向小金 9 名、＠江戸川台 13 名、＠南流山 24 名、＠初石 17 名 

〃  ★全議員によるタブレット端末機での模擬電子採決の実施 

     １２月 ★Facebook を活用した議案等への意見募集（試行） 

         ※第４回定例会に提案される議案の一部と請願・陳情について、委

員会審査がおこなわれる前に議会のホームページと公式 Facebook

ページにおいて情報発信し、意見をいただく取組を試行的に実施

した。 

      〃  ★タブレット端末機による電子採決の実施 

平成２７年 １月 ■月刊ガバナンス 議案、請願・陳情を委員会審査前に 

          Facebook ページで公開 

 ２月 ★流山市議会報告書の作成と公開の決定【H27.2.17 議会運営委員会で

決定】※統一地方選挙後の５月末に公開することで決定 

〃  ★「一般質問時において投影する質問補助資料取扱要領」制定 

※平成２７年２月１９日施行【H27.2.17 議会運営委員会】 

４月 ■日経グローカル（4/6） ここから始める議員活動 No.1（P48～） 

 うちの議会はダメではダメ 常に考察「市民にとって」 

 〃  ■日経グローカル（4/20） ここから始める議員活動 No.2（P42～） 

 議会改革は自分改革 独善避け、説明・説得を 

 〃  ◆統一地方選挙（２８議席） 

     ５月 ■日経グローカル（5/4） ここから始める議員活動 No.3（P34～） 

理念・ゴールを想定しよう 意思決定の基準値明確化を 

 〃  ■日経グローカル（5/18） ここから始める議員活動 No.4（P110～） 

理念やプロセスの共有へ コミュニケーション改革を 
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〃  ◆議会内の改選 

   〃  ★流山市議会正副議長立候補者所信表明演説会実施要綱に基づき、 

          改選後の５月臨時会において正副議長立候補者所信表明演説会を 

実施（議長立候補者２名、副議長立候補者１名） 

６月 ▼一般質問における市長の反問権行使 

 〃  ■日経グローカル（6/1） ここから始める議員活動 No.5（P40～） 

「あれかこれか」の選択を 議会費、議会で予算案作成 

 〃  ■日経グローカル（6/15） ここから始める議員活動 No.6（P42～） 

市民の声を徹底して聴く ＩＣＴも活用、市政に反映を 

 

平成２７年 ７月 ■日経グローカル（7/20） ここから始める議員活動 No.8（P46～） 

最重要ミッションは民意の反映 議会報告会などで市民と対話を 

 ８月 ★セキュリティ強化のためのメールの取り扱いについて協議し決定し 

た。 

 〃  ■日経グローカル（8/3） ここから始める議員活動 No.9（P44～） 

第三者に語ってもらおう 理想と現実の格差認識を 

９月 ★流山市議会会議規則の一部改正 

※第２条及び第９１条⇒前項ただし書の規定にかかわらず、議員は、

出産のため出席できないときは、日数を定めて、あらかじめ議長に

欠席届を提出することができることとした。 

   〃  ■日経グローカル（9/7） ここから始める議員活動 No.10（P38～） 

アクションプランを立てよう 流山市議会ＩＣＴ計画を例に 

   〃  ■日経グローカル（9/21） ここから始める議員活動 No.11（P46～） 

オープンガバメント推進で 市民参加を次のステージへ 

     １１月 ★第１１回議会報告会（市内４か所において開催） 

┗参加市民（６４名） 

＠駒木台 15 名、＠向小金 20 名、＠北部 7 名、＠平和台 22 名 

１２月 ▼一般質問における市長の反問権行使 

平成２８年 １月 ■日経グローカル（1/18） ここから始める議員活動 No.15（P38～） 

参加が容易な仕組み作りへ ネット中継やＳＮＳの活用を 

２月 ★YouTube による委員会中継を開始 

〃  ▼一般質問における市長の反問権行使 

      ５月 ★第１２回議会報告会（市内４か所において開催） 

┗参加市民（５７名） 

＠南流山 11 名、＠おおたかの森 21 名、＠東部 17 名、＠東深井 8 名 

６月 ▼一般質問における市長の反問権行使 

７月 ★高校生議会の開催 
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※市内県立６高等学校の高校生２８名を高校生議員とし、議事進行

は現流山市議会議長、答弁は議長を除く２７名の議員の中から行っ

た。 

１１月 ★第１３回議会報告会（市内４か所において開催） 

┗参加市民（７１名） 

＠南流山 28 名、＠駒木台 20 名、＠森の図書館９名、＠生涯学習 14 名 

 １２月 ★市議会ホームページ上でのオープンデータトライアルを本格実施

に移行することについて決定。【H28.12.19 議会広報広聴特別委員

会】 

平成２９年 １月 ★政務活動費の領収書の写しを市議会ホームページに掲載することに

ついて決定。【H29.1.12 会派代表者会議】 

平成２９年 ３月 ●都市建設委員長発議の「消防本部・中央消防署庁舎の早期移転建設

を求める決議」を全会一致で可決 

５月 ★第１４回議会報告会（市内４か所において開催） 

┗参加市民（６２名） 

＠東部 13 名、＠森の図書館 25 名、＠中央 11 名、＠初石 13 名 

〃  ◆議会内の改選 

   〃  ★流山市議会正副議長立候補者所信表明演説会実施要綱に基づき、 

          臨時会において正副議長立候補者所信表明演説会を実施 

          （議長立候補者１名、副議長立候補者１名） 

６月 ▼一般質問における市長の反問権行使 

１１月 ★第１５回議会報告会（市内４か所において開催） 

┗参加市民（１００名） 

＠南流山 16 名、＠おおたかの森 61 名、＠エルズ９名、＠北部 14 名 

      〃  ★「流山市議会ＩＣＴ推進基本計画」の見直し、及び「流山市議会に

おける災害対応」についての検討を始めることを決定。【H29.11.15 

議会運営委員会】 

１２月 ▼一般質問における市長の反問権行使 

 〃  ●教育福祉委員長発議の「おおたかの森地区における中学校新設の早

期検討を求める決議」を全会一致で可決 

 〃  ★市内農家の現状と課題について、市民経済委員会委員と農業委員会

委員及び農地利用最適化推進委員との意見交換会を実施 

平成３０年 ５月 ★第１６回議会報告会（市内４か所において開催） 

┗参加市民（５０名） 

＠初石 11 名、＠エルズ 13 名、＠北部 13 名、＠南流山 13 名 

      〃  ★災害対応について調査研究のため、議会運営委員会で行政視察 

（福島県相馬市議会、福島市議会） 
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６月 ●市民経済委員長発議の「地産地消の推進に関する決議」を全会一致

で可決 

１０月 ■日経グローカル（10/15 , No.350） 

特集・全国市区議会の「議会活力度ランキング」 総合順位６位 

１１月 ★第１７回議会報告会（市内４か所において開催） 

┗参加市民（６０名） 

＠エルズ 13 名、＠北部 14 名、＠南流山 15 名、＠初石 18 名 

      〃  ★「流山市議会災害対応マニュアル」の策定【H30.11.27 議会運営委

員会】 

     １２月 ★「流山市議会ＩＣＴ推進基本計画」の改定をおこなうとともに、「流

山市議会ＩＣＴ推進基本計画に基づく実施計画一覧」を策定

【H30.12.19 議会運営委員会】 

平成３１年 ２月 ▼一般質問における総合政策部長の反問権行使 

３月 ●つくばエクスプレス沿線整備と新川耕地・周辺特別委員長発議の「つ

くばエクスプレスの混雑緩和等を求める決議」を全会一致で可決 

 ４月 ◆統一地方選挙（２８議席） 

令和元年  ５月 ◆議会内の改選 

   〃  ★流山市議会正副議長立候補者所信表明演説会実施要綱に基づき、 

          改選後の５月臨時会において正副議長立候補者所信表明演説会を 

実施（議長立候補者１名、副議長立候補者１名） 

   ６月 ○次期総合計画審査特別委員会の設置 

９月 ★議場内のカメラ、マイク、スピーカー等の映像・音響機器及び議案

等の採決を行う電子採決システムの全面更新 

〃  ★本会議のインターネット中継に手話通訳の同時中継を導入（本会議） 

〃  ■千葉日報（9/6） 本会議中継に手話通訳 

〃  ■毎日新聞（9/6） 議会中継に手話同時通訳 

〃  ■朝日新聞（9/6） 本会議ネット中継に手話通訳 

〃  ■読売新聞（9/19）流山市会手話で生中継 

１１月 ★第１８回議会報告会（市内４か所において開催） 

┗参加市民（７４名） 

＠東部 11 名、＠南流山 20 名、＠おおたかの森 18 名、＠北部 25 名 

令和２年  ３月 ●都市建設委員長発議の「実効性のある公共交通網形成計画の策定を

求める決議」を全会一致で可決 

５月 ★第１９回議会報告会（新型コロナウイルス感染拡大防止のため中止） 

６月 ●流山市新型コロナウイルス感染症対策条例の制定 

┗緊急事態宣言が解除されたとは言え、その先行きが見通せない中、

今後も引き続きの感染防止に向けた取り組みや、自粛に伴い発生し



15 

 

ている様々な諸課題に対し、全ての市民並びに事業者の皆様と行政、

そして議会が一団となって取り組んでゆくための条例制定（全会一

致可決） 

〃  ■千葉日報（6/13） 新型コロナ対策条例可決 

令和３年 ３月 ★「流山市議会ＩＣＴ推進基本計画に基づく実施計画一覧」を改定 

【R3.3.22 議会運営委員会】 

５月 ◆議会内の改選 

〃  ★第２０回議会報告会（新型コロナウイルス感染拡大防止のため中止） 

１１月 ★第２１回議会報告会（市内４か所において開催） 

┗参加市民（３２名） 

＠北部 6 名、＠南流山 12 名、＠おおたかの森 8 名、＠向小金 6 名 

令和４年 ５月 ★第２２回議会報告会（市内４か所において開催） 

┗参加市民（４９名） 

＠中央 7 名、＠おおたかの森 24 名、＠エルズ 11 名、＠北部 7 名 

１１月 ★「流山市議会ＩＣＴ推進基本計画に基づく実施計画一覧」を改定 

【R4.11.9 議会運営委員会】 

    １２月 ★流山市議会個人情報保護条例の制定 

令和５年 ４月 ◆統一地方選挙（２８議席） 

 ５月 ◎地方自治法の改正 

┗地方議会の役割及び議員の職務等の明確化、オンライン手続き 

 〃  ◆議会内の改選 

        ★流山市議会正副議長立候補者所信表明演説会実施要綱に基づき、 

          改選後の５月臨時会において正副議長立候補者所信表明演説会を 

実施（議長立候補者２名、副議長立候補者なし） 

 ８月 ★タブレット端末（ｉＰａｄ Ｐｒｏ）の導入 

     ９月 ▼一般質問における市長の反問権行使 

     〃  ★決算審査特別委員会における審査を部局ごとに変更 

１１月 ★第２３回議会報告会（市内４か所において開催） 

┗参加市民（７４名） 

 ＠初石 15 名、東部 12 名、北部 37 名、中央 10 名 

    １２月 ★請願書・陳情書の手引きの策定 

令和６年 ２月 ★一般質問時におけるプレゼンテーションツール活用（執行部側） 

 ３月 ★予算審査特別委員会における審査を費目ごとから部局ごとに変更。 

 ４月 ★教育福祉委員会における参考人招致 

６月 ★定例会での常任委員会の開催順序の変更 

１０月 ★会議規則・委員会条例の改正 
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〃  ★「流山市議会ＩＣＴ推進基本計画」及び「流山市議会ＩＣＴ推進基本

計画に基づく実施計画一覧」を改定 

【R6.10.22 議会運営委員会】 

１１月 ★第２４回議会報告会（南流山センターにおいて開催） 

┗参加市民（３８名） 

令和７年 ３月 ★教育福祉委員会主催で「子どもの想いを伝える会～議会にとどけ、私

たちのこえ～」を開催 

（市内の小中学生９名が参加） 

 ５月 ◆議会内の改選 

        ★流山市議会正副議長立候補者所信表明演説会実施要綱に基づき、 

         ５月臨時会において正副議長立候補者所信表明演説会を実施 

（議長立候補者２名、副議長立候補者１名） 

１１月 ★第２５回議会報告会（流山市役所第１～第４委員会室において開催） 

┗参加市民（２６名） 

１２月 ★市民経済委員会委員と流山市農業委員会委員が意見交換を実施 

令和８年 ３月 ★定例会での常任委員会の開催順序の変更 

 


